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(57)【要約】
【課題】商用電力系統の異常や負荷変動の影響を受ける
ことなく装置の故障を判定し、装置が故障した場合のみ
停止させることができる分散型電源システムを提供する
。
【解決手段】分散型電源装置１０３は異常検出毎に異常
種別と特性値を記憶する異常情報記憶手段１０８と、ネ
ットワークＩ／Ｆ１０９と、故障判定手段１１０とを備
え、故障判定手段１１０によりネットワークＩ／Ｆ１０
９で受信する予め分散型電源装置１０３が故障したとき
の異常種別と特性値の時系列的な発生パターンと異常情
報記憶手段１０８が記憶する異常発生パターンが一致し
たとき装置が故障と判定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
商用電力系統と連系し、データの送受信が可能な分散型電源装置において、前記分散型電
源装置は複数の特性値を検出する特性値検出手段と、前記特性値検出手段より検出された
特性値をもとに前記分散型電源装置および前記商用電力系統の異常を検出し、異常種別の
判定を行う異常検出手段と、前記異常検出手段が異常を検出したときに異常種別と前記特
性値検出手段が検出する特性値を記憶する異常情報記憶手段と、前記分散型電源装置の故
障を判定する故障判定手段と、データの送受信を行なう送受信手段とを備え、前記故障判
定手段は、前記送受信手段で受信した予め前記分散型電源装置が故障したときに前記異常
検出手段が判定する異常種別および前記特性値検出手段が検出する特性値の時系列的な発
生パターンと、前記異常情報記憶手段に記憶する異常種別および特性値の発生パターンが
一致したとき、前記分散型電源装置が故障と判定する分散型電源システム。
【請求項２】
前記分散型電源装置とデータの送受信が可能なサーバーを有し、前記サーバーは、予め前
記分散型電源装置が故障したときに前記異常検出手段が判定する異常種別と前記特性値検
出手段が検出する特性値の時系列的な発生パターンを生成する異常発生パターン生成手段
と、データの送受信を行なう第２の送受信手段とを備え、前記異常発生パターン生成手段
は、前記第２の送受信手段で受信する異常種別および特性値をもとに発生パターンを生成
する請求項１に記載の分散型電源システム。
【請求項３】
前記分散型電源装置の送受信手段は、前記異常検出手段が検出する異常種別に応じて前記
特性値検出手段が検出する特性値を選択して送信する請求項２に記載の分散型電源システ
ム。
【請求項４】
前記第２の送受信手段は、前記異常発生パターン生成手段が新たな発生パターンを生成し
たときのみ、前記発生パターンを送信する請求項２または３に記載の分散型電源システム
。
【請求項５】
前記サーバーは報知手段を備え、前記報知手段は、前記第２の送受信手段で前記分散型電
源装置が故障という情報を受信すると報知する請求項２～４のいずれか１項に記載の分散
型電源システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商用電力系統と連系して、家庭内負荷へ交流電力を供給する分散型電源シス
テムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の分散型電源システムは、例えば図８のようなものがある。
【０００３】
　ここで、図８は従来の分散型電源システムのブロック図を示し、１は商用電力系統、２
は商用電力系統１と後述するインバータに接続する負荷、３は直流電源としての太陽電池
である。
【０００４】
　また、４は入力端子が太陽電池３に接続されるとともに、出力端子が出力電流検出器５
、ローパスフイルタ６、常閉の解列スイッチ７、連系用トランス８を介して負荷２に接続
しているインバータである。
【０００５】
　さらに、９はインバータ４が商用電力系統１と連系された状態で、系統電圧、系統電圧
周波数、及びインバータ出力電流を検出し、出力電力制御を行なうシステム制御回路、１
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２は２つのＢＰＦ（バンドパスフイルタ）１０、１１から成る双峰形帯域フイルタ、１３
、１４は交流電圧検出器、１５は平滑コンデンサである（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　以上のように構成された分散型電源システムは、システム制御回路９によりインバータ
の出力周波数、および運転状況を監視することでシステムの異常を判断し、システムの異
常が発生と判断した場合、異常内容を判別すると共に、各々の異常内容の発生回数が、予
め個別設定されている設定回数に達したか否か判断する。
【０００７】
　肯定を判断した場合には、システムのメインスイッチ（図示省略）を切って、システム
を本格的に停止し、アラームを出力するとともに、表示装置（図示省略）に異常停止内容
を表示する。
【特許文献１】特開平８－１２６３３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、このような従来の構成では、商用電力系統の瞬時電圧低下、瞬時停電や
負荷変動などによりインバータの出力過電流や入力過電圧、入力不足電圧などの異常が頻
発する地域に分散型電源システムが設置された場合、異常停止の回数が制限されることで
システムの本格的な停止および警告が頻発するという課題を有していた。
【０００９】
　本発明は、従来の課題を解決するもので、商用電力系統の瞬時電圧低下、瞬時停電や負
荷変動などで異常が頻発する地域に分散型電源装置が設置された場合でも、商用電力系統
の異常や負荷変動の影響を受けることなく装置の故障を判定し、装置が故障した場合のみ
停止させることができる分散型電源システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の分散型電源システムは、商用電力系統と連
系し、データの送受信が可能な分散型電源装置において、前記分散型電源装置は複数の特
性値を検出する特性値検出手段と、前記特性値検出手段より検出された特性値をもとに前
記分散型電源装置および前記商用電力系統の異常を検出し、異常種別の判定を行う異常検
出手段と、前記異常検出手段が異常を検出したときに異常種別と前記特性値検出手段が検
出する特性値を記憶する異常情報記憶手段と、前記分散型電源装置の故障を判定する故障
判定手段と、データの送受信を行なう送受信手段とを備え、前記故障判定手段は、前記送
受信手段で受信した予め前記分散型電源装置が故障したときに前記異常検出手段が判定す
る異常種別および前記特性値検出手段が検出する特性値の時系列的な発生パターンと、前
記異常情報記憶手段に記憶する異常種別および特性値の発生パターンが一致したとき、前
記分散型電源装置が故障と判定するものである。
【００１１】
　これによって、商用電力系統の瞬時電圧低下、瞬時停電や負荷変動などで異常が頻発す
る地域に分散型電源装置が設置された場合でも、商用電力系統の異常や負荷変動の影響を
受けることなく装置の故障を判定し、装置が故障した場合のみ停止させることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の分散型電源システムは、商用電力系統の瞬時電圧低下、瞬時停電や負荷変動な
どで異常が頻発する地域に分散型電源装置が設置された場合でも、商用電力系統の異常や
負荷変動の影響を受けることなく装置の故障を判定し、装置が故障した場合のみ停止させ
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　第１の発明は、商用電力系統と連系し、データの送受信が可能な分散型電源装置におい
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て、前記分散型電源装置は複数の特性値を検出する特性値検出手段と、前記特性値検出手
段より検出された特性値をもとに前記分散型電源装置および前記商用電力系統の異常を検
出し、異常種別の判定を行う異常検出手段と、前記異常検出手段が異常を検出したときに
異常種別と前記特性値検出手段が検出する特性値を記憶する異常情報記憶手段と、前記分
散型電源装置の故障を判定する故障判定手段と、データの送受信を行なう送受信手段とを
備え、前記故障判定手段は、前記送受信手段で受信した予め前記分散型電源装置が故障し
たときに前記異常検出手段が判定する異常種別および前記特性値検出手段が検出する特性
値の時系列的な発生パターンと、前記異常情報記憶手段に記憶する異常種別および特性値
の発生パターンが一致したとき、前記分散型電源装置が故障と判定することで、商用電力
系統の瞬時電圧低下、瞬時停電や負荷変動などで異常が頻発する地域に分散型電源装置が
設置された場合でも、商用電力系統の異常や負荷変動の影響を受けることなく装置の故障
を判定し、装置が故障した場合のみ停止させることができる。
【００１４】
　第２の発明は、特に第１の発明の分散型電源システムにおいて、前記分散型電源装置と
データの送受信が可能なサーバーを有し、前記サーバーは、予め前記分散型電源装置が故
障したときに前記異常検出手段が判定する異常種別と前記特性値検出手段が検出する特性
値の時系列的な発生パターンを生成する異常発生パターン生成手段と、データの送受信を
行なう第２の送受信手段とを備え、前記異常発生パターン生成手段は、前記第２の送受信
手段で受信する異常種別および特性値をもとに発生パターンを生成することで、分散型電
源装置が設置された商用電力系統の瞬時電圧低下、瞬時停電や負荷変動などの発生タイミ
ングを除く発生パターンの作成が可能となり、分散型電源装置の故障判定を、より精度良
く行なうことができる。
【００１５】
　第３の発明は、特に第２の発明の分散型電源システムにおいて、前記分散型電源装置の
送受信手段は、前記異常検出手段が検出する異常種別に応じて前記特性値検出手段が検出
する特性値を選択して送信するものであり、通信情報量を削減することができる。
【００１６】
　第４の発明は、特に、第２または第３のいずれか１つの発明の分散型電源システムにお
いて、前記第２の送受信手段は、前記異常発生パターン生成手段が新たな発生パターンを
生成したときのみ、前記発生パターンを送信するものであり、通信情報量を削減すること
ができる。
【００１７】
　第５の発明は、特に第２から４のいずれか１つの発明の分散型電源システムにおいて、
前記サーバーは報知手段を備え、前記報知手段は、前記第２の送受信手段で前記分散型電
源装置が故障という情報を受信すると報知するものであり、メンテマンは分散型電源装置
が設置されたエンドユーザーからの連絡なしに装置の故障を知り、迅速に対応することが
可能となる。
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるのもではない。
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における分散型電源システムのブロック図を示し、図２
は、同実施の形態における分散型電源装置のブロック図を示し、図３は、同実施の形態に
おける分散型電源装置のネットワークＩ／Ｆが受信する異常発生パターンを示し、図４は
同実施の形態における分散型電源装置の故障判定の流れを示すフローチャートである。
【００１９】
　図１において、１０１はＵ相、Ｏ相、Ｗ相から成る単相三線式の交流電源である商用電
力系統、１０２は商用電力系統１０１から供給される交流電力を消費する家庭内負荷、１
０３は商用電力系統１０１と連系し、家庭内負荷１０２へ電力を供給する分散型電源装置
、５０１はサーバー、７０１は分散型電源装置１０３とサーバー５０１を通信ネットワー
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クで接続するインターネット回線である。
【００２０】
　分散型電源装置１０３は、インターネット回線７０１を通じてサーバー５０１とデータ
の送受信を行う送受信手段であるネットワークＩ／Ｆ１０９を備え、サーバー５０１は、
インターネット回線７０１を通じて分散型電源装置１０３とデータの送受信を行なう第２
の送受信手段であるネットワークＩ／Ｆ５０２と、予め分散型電源装置１０３が故障した
ときに異常検出手段が検出する異常種別と特性値検出手段が検出する特性値の時系列的な
発生パターンを記憶する異常発生パターン記憶部５０６とを備える。
【００２１】
　図２において、分散型電源装置１０３は、直流を生成する燃料電池１０４と、ＤＣ／Ｄ
Ｃ回路１０５ａ、ＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂにより燃料電池１０４で生成される直流を交流
へ変換し、連系リレー１０５ｃを介して商用電力系統１０１と家庭内負荷１０２に接続さ
れたインバータ１０５と、ＤＣ／ＤＣ回路１０５ａとＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂの入出力電
圧、電流、商用電力系統１０１の周波数、連系リレー１０５ｃの解並列時間、現在日時な
どを検出する特性値検出手段１０６と、特性値検出手段１０６が検出した特性値をもとに
ＤＣ／ＤＣ回路１０５ａとＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂの入出力の過電圧、不足電圧、過電流
や、系統電圧周波数の上昇、低下などの異常を検出し、異常種別の判定を行なう異常検出
手段１０７を有する。
【００２２】
　さらに、分散型電源装置１０３は、異常検出手段１０７が異常を検出したときに判定し
た異常種別と特性値検出手段１０６が検出する特性値を記憶する異常情報記憶手段１０８
と、サーバー５０１とデータの送受信を行なうネットワークＩ／Ｆ１０９と、異常検出手
段１０７が異常を検出したときに分散型電源装置１０３の故障判定を行う故障判定手段１
１０と、故障判定手段１１０が故障を判定したときに警告表示する報知手段であるＬＣＤ
１１１とを備える。
【００２３】
　以上のように構成された分散型電源システムに関し、以下その動作、作用について図１
～図４を用いて説明する。
【００２４】
　まず、分散型電源装置１０３は特性値検出手段１０６により特性値を検出し、検出した
特性値をもとに異常検出手段１０７にてＤＣ／ＤＣ回路１０５ａとＤＣ／ＡＣ回路１０５
ｂの入出力の電圧、電流、系統電圧周波数などのレベル、変化率および変化量が所定値以
上、または以下か否か、単独運転状態か否かを判定することで、異常あり、なしを判定す
る（図４のＳＴＥＰ１０１、１０２）。
【００２５】
　異常検出手段１０７により異常ありと判定された場合、分散型電源装置１０３を停止さ
せ、異常種別の判定を行なうと共に、判定された異常種別と特性値検出手段１０６が検出
した特性値を異常情報記憶手段１０８に記憶する（図４のＳＴＥＰ１０３～１０６）。
【００２６】
　ここで、異常検出手段１０７による異常種別の判定は、例えば、ＤＣ／ＡＣ回路１０５
ｂの瞬時的な出力電流が１５Ａ以上の場合、異常種別はＤＣ／ＡＣ回路出力過電流と判定
する。
【００２７】
　異常種別および特性値の記憶後は、ネットワークＩ／Ｆ１０９によりインターネット回
線７０１を通じてサーバー５０１の異常発生パターン記憶部５０６が記憶する異常発生パ
ターンを取得し、故障判定手段１１０により取得した異常発生パターンと異常情報記憶手
段１０８に記憶されている異常発生パターンを比較することで、分散型電源装置１０３が
故障しているか否かを判定する（図４のＳＴＥＰ１０７、１０８）。
【００２８】
　本実施の形態１における故障判定は、異常情報記憶手段１０８に記憶されている異常種
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別および特性値が図３の異常種別、特性値の条件を満たすパターンが、発生パターンと一
致したとき、分散型電源装置１０３が故障と判定する。
【００２９】
　これにより、例えば、連系リレー１０５ｃを並列中に商用電力系統１０１の瞬時電圧低
下、瞬時停電が発生した場合、ＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂの出力過電流という異常が検出さ
れることがあるが、図３のＮＯ１のように３回連続して並列時間１０ｓ以内に発生する確
率は極小さいため、商用電力系統１０１の瞬時電圧低下、瞬時停電の発生により分散型電
源装置１０３が故障と誤判定されることはない。
【００３０】
　一方、ＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂ、もしくは異常検出手段１０７が故障した場合、連系リ
レー１０５ｃを並列直後にＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂの出力過電流という異常が検出される
ため、図３のＮＯ１の発生パターンが発生し、分散型電源装置１０３の故障を判定するこ
とができる。
【００３１】
　分散型電源装置１０３の故障判定後は、故障なしと判定した場合は、再起動を行う（図
４のＳＴＥＰ１０９、１１０）。一方、故障ありと判定した場合は、ＬＣＤ１１１に異常
が発生したこと通知する警告表示を行ない、ユーザーへ装置の故障を通知すると共に、メ
ンテマンなどによる操作でなければ起動させることができないような本格的な停止を行な
う（図４のＳＴＥＰ１１１）。
【００３２】
　なお、本実施の形態では、発生パターンとして図２のような異常発生パターンを用いた
が、特性値検出手段１０６が検出する特性値により特定のタイミングを認識可能な場合は
、その状況を除いた発生パターンにより故障判定を行ってもかまわない。
【００３３】
　なお、本実施の形態１では、分散型電源装置１０３が設置された地域特有の商用電力系
統１０１の瞬時電圧低下、瞬時停電や家庭内負荷１０２の負荷変動、切り離しの時間帯が
わかっている場合、図３のＮＯ１、ＮＯ３の発生パターンのように除外する時間帯を設け
たが、除外対象として過電圧や不足電圧、過電流、周波数の上昇、低下などに対して所定
条件を設けてもかまわない。
【００３４】
　なお、本実施の形態１では、１台の分散型電源装置１０３とサーバー５０１でデータの
送受信を行ったが、分散型電源装置１０３と同様な機能を持つ複数の分散型電源装置とサ
ーバー５０１でデータの送受信を行ってもかまわない。
【００３５】
　なお、本実施の形態１では、ＬＣＤ１１１により警告表示のみ行なったが、異常情報記
憶手段１０８の記憶情報や、ネットワークＩ／Ｆ１０９の受信情報を表示させてもかまわ
ない。
【００３６】
　また、本実施の形態１では、発生パターンとして図３のような発生パターンを用いたが
、ＤＣ／ＤＣ回路１０ａ、ＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂの入出力の過電圧、不足電圧、過電流
、系統電圧周波数なども同様な発生パターンを設けて故障判定を行ってもかまわない。
【００３７】
　以上のように、本実施の形態１において、分散型電源装置１０３の故障判定手段１１０
は、ネットワークＩ／Ｆ１０９で受信した予め分散型電源装置１０３が故障したときに異
常検出手段１０７が判定する異常種別と特性値検出手段１０６が検出する特性値の時系列
的な発生パターンと異常情報記憶手段１０８に記憶する異常種別と特性値の発生パターン
が一致したとき、分散型電源装置１０３が故障と判定することで、商用電力系統１０１の
瞬時電圧低下、瞬時停電や負荷変動などで異常が頻発する地域に分散型電源装置１０３が
設置された場合でも、商用電力系統１０１の異常や負荷変動の影響を受けることなく装置
の故障を判定し、装置が故障した場合のみ停止させることができる。
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（実施の形態２）
　図５は、本発明の実施の形態２における分散型電源システムのブロック図を示し、図６
は同実施の形態２における分散型電源装置のブロック図を示す。
【００３８】
　なお、サーバー５０１は図１の構成に加えて、異常発生パターン生成手段５０３と、ネ
ットワークＩ／Ｆ５０２による受信情報を表示する報知手段であるＬＣＤ５０７を備え、
異常発生パターン生成手段５０３は、ネットワークＩ／Ｆ５０２で受信する異常種別と特
性値を記憶する異常情報記憶部５０４と、異常情報記憶部５０４の情報をもとに予め分散
型電源装置１０３が故障したときに異常検出手段１０７が検出する異常種別と特性値検出
手段１０６が検出する特性値の時系列的な発生パターンを生成する異常発生パターン生成
部５０５と、異常発生パターン生成部５０５が生成する異常発生パターンを記憶する異常
発生パターン記憶部５０６で構成される。
【００３９】
　また、図６は、同実施の形態２における分散型装置のブロック図を示す。なお、分散型
電源装置１０３は、ネットワークＩ／Ｆ１０９で受信するサーバー５０１の異常発生パタ
ーン生成手段５０３が生成する異常発生パターンを記憶する第２の異常発生パターン記憶
手段１１２を備える。
【００４０】
　また、図７は、同実施の形態における分散型電源装置の故障判定の流れを示すフローチ
ャートである。
【００４１】
　以上のように構成された分散型電源装置に関し、以下その動作、作用について図３およ
び図５～図７を用いて説明する。
【００４２】
　まず、サーバー５０１の動作、作用について説明する。
【００４３】
　サーバー５０１は、ネットワークＩ／Ｆ５０２よりインターネット回線７０１を通じて
分散型電源装置１０３より異常種別、特性値を受信すると、受信した情報を異常情報記憶
部５０４に記憶し、異常発生パターン生成部５０５により異常情報記憶部５０４に記憶さ
れた情報をもとに異常発生パターンを生成する。例えば、異常情報記憶部５０４に現在か
ら７日以内の３日のある時間帯において同異常種別が記憶されている場合、その時間帯は
商用電力系統１０１の瞬時電圧低下、瞬時停電、または家庭内負荷１０２の負荷変動によ
り異常が検出されていると判定し、発生パターンからその時間帯を除外する。ここで、図
２をもとに具体例をあげると、異常情報記憶部５０４に現在から７日以内の３日の７～８
時にＤＣ／ＡＣ回路出力過電流という異常種別が記憶されていると、図２のＮＯ１のよう
な７～８時を判定から除外する発生パターンを生成する。
【００４４】
　異常発生パターンを生成後は、新たに生成した異常発生パターンを異常発生パターン記
憶部５０６に記憶すると共に、ネットワークＩ／Ｆ５０２よりインターネット回線７０１
を通じて分散型電源装置１０３へ送信する。
【００４５】
　また、ネットワークＩ／Ｆ５０２よりインターネット回線７０１を通じて分散型電源装
置１０３が故障ありという情報を受信した場合、報知手段であるＬＣＤ５０７に警告表示
を行なうことで、メンテマンに対して分散型電源装置１０３が故障している旨を通知する
。
【００４６】
　次に分散型電源装置１０３の動作、作用について説明する。
【００４７】
　まず、分散型電源装置１０３は電源投入直後、ネットワークＩ／Ｆ１０９よりインター
ネット回線７０１を通じてサーバー５０１へ異常発生パターン記憶部５０６に記憶する異
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常発生パターンの送信を要求することで異常発生パターンを取得し、取得した異常発生パ
ターンを第２の異常発生パターン記憶手段１１２の記憶情報を更新する（図７のＳＴＥＰ
２０１、２０２）。
【００４８】
　異常発生パターン記憶後、特性値検出手段１０６による特性値の検出から異常検出手段
１０７による異常種別の判定まで本実施の形態１と同様なため、説明を省略する（図７の
ＳＴＥＰ２０３～２０７）。
【００４９】
　異常検出手段１０７による異常種別の判定後は、判定された異常種別をもとに特性値検
出手段１０６が検出した特性値の選択を行い、選択した特性値と異常種別を異常情報記憶
手段１０８への記憶を行なうと共に、ネットワークＩ／Ｆ１０９によりインターネット回
線７０１を通じてサーバー５０１へ送信する（図７のＳＴＥＰ２０８～２１０）。
【００５０】
　例えば、異常種別がＤＣ／ＡＣ回路出力過電流、出力過電圧などのＤＣ／ＡＣ回路１０
５ｂの出力側に関連する異常の場合、ＤＣ／ＡＣ回路１０５ｂの出力電圧、電流、連系リ
レー１０５ｃの並列時間などの特性値を選択し、記憶および送信を行なう。
【００５１】
　異常種別と特性値の送信後は、新たな異常発生パターンを受信しているか否かを確認し
、受信ありのときは受信情報をもとに第２の異常発生パターン記憶手段１１２が記憶する
異常発生パターンを更新する（図７のＳＴＥＰ２１１～２１３）。
【００５２】
　新たな異常発生パターンの確認および更新後は、故障判定手段１１０により第２の異常
発生パターン記憶手段１１２と異常情報記憶手段１０８に記憶されている異常発生パター
ンを比較することで、分散型電源装置１０３が故障しているか否かを判定する（図７のＳ
ＴＥＰ２１４）。
【００５３】
　なお、本実施の形態２における故障判定については、本実施の形態１と同様なため、説
明は省略する。
【００５４】
　分散型電源装置１０３の故障判定後は、故障なしと判定した場合は、再起動を行う（図
７のＳＴＥＰ２１５、２１６）。
【００５５】
　一方、故障ありと判定した場合は、ネットワークＩ／Ｆ１０９よりインターネット回線
７０１を通じてサーバー５０１へ装置に故障が発生した旨を通知し、メンテマンによる操
作でなければ起動させることができないような本格的な停止を行なう（図７のＳＴＥＰ２
１７、２１８）。
【００５６】
　なお、本実施の形態２では、異常発生パターン生成部５０５は、１台の分散型電源装置
１０３からの情報のみで異常発生パターンを生成したが、複数の分散型電源装置からの情
報をもとに生成してもかまわない。
【００５７】
　なお、本実施の形態２では、ＬＣＤ１１１により警告表示のみ行なったが、異常情報記
憶手段１０８の記憶情報や、ネットワークＩ／Ｆ１０９の受信情報、第２の異常発生パタ
ーン記憶手段１１２の記憶情報を表示させてもかまわない。
【００５８】
　なお、本実施の形態２では、ＬＣＤ５０７により故障通知のみ行なったが、ネットワー
クＩ／Ｆ５０２の受信情報や、異常情報記憶部５０４や異常発生パターン記憶部５０６の
記憶情報を表示させてもかまわない。
【００５９】
　以上のように、本実施の形態２において、サーバー５０１の異常発生パターン生成手段
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５０３は、ネットワークＩ／Ｆ５０２で受信する異常種別と特性値をもとに異常発生パタ
ーンを生成することで、分散型電源装置１０３が設置された商用電力系統１０１の瞬時電
圧低下、瞬時停電や負荷変動などの発生タイミングを除く発生パターンの作成が可能とな
り、分散型電源装置１０３の故障判定を、より精度良く行なうことができる。
【００６０】
　また、本実施の形態２において、分散型電源装置１０３のネットワークＩ／Ｆ１０９は
、異常検出手段１０７が検出する異常種別に応じて特性値検出手段１０６が検出する特性
値を選択し、送信するため、通信情報量を削減することができる。
【００６１】
　また、本実施の形態２において、サーバー５０１のネットワークＩ／Ｆ５０２は、異常
発生パターン生成手段５０３が新たな発生パターンを生成したときのみ、発生パターンを
送信するため、通信情報量を削減することができる。
【００６２】
　また、本実施の形態２において、サーバー５０１のＬＣＤ５０７は、ネットワークＩ／
Ｆ５０２で分散型電源装置１０３が故障という情報を受信すると報知するため、メンテマ
ンは分散型電源装置１０３が設置されたエンドユーザーからの連絡なしに装置の故障を知
り、迅速に対応することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　以上のように、本発明にかかる分散型電源システムは、商用電力系統の瞬時電圧低下、
瞬時停電や負荷変動などで異常が頻発する地域に分散型電源装置が設置された場合でも、
商用電力系統の異常や負荷変動の影響を受けることなく装置の故障を判定し、装置が故障
した場合のみ停止させることができるため、燃料電池装置、太陽光発電装置、風力発電装
置、太陽熱発電装置のような分散型電源装置等の用途にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施の形態１における分散型電源システムのブロック図
【図２】同実施の形態における分散型電源装置のブロック図
【図３】同実施の形態における分散型電源装置のネットワークＩ／Ｆが受信する異常発生
パターンを示す説明図
【図４】同実施の形態における分散型電源装置の故障判定の流れを示すフローチャート
【図５】本発明の実施の形態２における分散型電源システムのブロック図
【図６】同実施の形態における分散型電源装置のブロック図
【図７】同実施の形態における分散型電源装置の故障判定の流れを示すフローチャート
【図８】従来の分散型電源システムのブロック図
【符号の説明】
【００６５】
　１０１　　商用電力系統
　１０２　　家庭内負荷
　１０３　　分散型電源装置
　１０４　　燃料電池
　１０５　　インバータ
　１０５ａ　　ＤＣ／ＤＣ回路
　１０５ｂ　　ＤＣ／ＡＣ回路
　１０５ｃ　　連系リレー
　１０６　　特性値検出手段
　１０７　　異常検出手段
　１０８　　異常情報記憶手段
　１０９　　ネットワークＩ／Ｆ
　１１０　　故障判定手段
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　１１１　　ＬＣＤ
　１１２　　第２の異常発生パターン記憶手段
　５０１　　サーバー
　５０２　　ネットワークＩ／Ｆ
　５０３　　異常発生パターン生成手段
　５０４　　異常情報記憶部
　５０５　　異常発生パターン生成部
　５０６　　異常発生パターン記憶部
　５０７　　ＬＣＤ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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